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厳しい寒さが造りだす自然の妙 
（野付湾に浮かぶ四角い太陽） 

風 蓮 湖  

野付半島 

オジロワシ 野付湾に飛来する白鳥 

野付湾の風物詩、 
北海シマエビ漁の打瀬舟 

風蓮湖と野付半島・野付湾 ラムサール条約 
湿地登録（平成17年11月） 

ネイチャーガイドによる野付半島の自然観察 別海町剣道スポーツ少年団と剣道を通して交流

絵手紙による交流（択捉島）

ビザなし交流事業ビザなし交流事業

別海町でのホームビジット別海町での意見交換会

色丹島の商店

くなしりとう 

はぼまいぐんとう しこたんとう くなしりとう えとろふとう 

四島への道・叫びの像 
し 　 ま 

　山形市の実業家（故）鈴木傅六氏が北方四島に近い白鳥台に、国
内外の世論を盛り上げ、四島返還を実現させようという強い意思の
もとに像を建立し寄贈されました。 
　たとえ何代かかっても北方四島を取り戻すという国民総意の気
持ちを表すため、老女が息子、孫を両わきに従え、すさまじい迫力
で「返せ」と叫ぶ姿が鋳込められたものです。 
　また、叫びの像から16ｍ先には四島を象徴とする４本のポール
が立っており、さらには目的が達成されるようにとの願いから、像と
ポールの間には「四島への道」が続いています。 

し　ま 

　冬将軍の到来と共に、白鳥の大群が羽を休めるここ白鳥台の間近に国後島を望むことができます。 
歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島の北方四島は我が国固有の領土です。この別海北方展望塔は、北方
領土返還要求運動の正しい理解と国民世論の高揚のために建設したものです。 

●建設地 

　野付郡別海町尾岱沼5番地27（白鳥台） 

●ごあんない 
　〈1階〉食　堂 
　　　TEL（0153）86－２４４９ 
　〈2階〉展示室　〈3階〉展望室 

●別海北方展望塔の閉館日 
　111月１日～４月30日 
　　　　までの毎週月曜日 
　（ただし、国民の祝日及び振替休日は開館、翌日閉館） 
　2年末年始 12月30日～１月３日 

●別海北方展望塔の開館時間 
　1５月１日～10月31日 
　　　　　午前９時～午後５時 
　211月１日～４月30日 
　　　　　午前９時～午後４時 

展望塔３階 
展望室 

展望塔２階
展望コーナー

四島への道

　　叫びの
像

し　ま

美しいふるさと

別海北方展望塔

別 海 町



２月７日は、北方領土の日 北方領土問題とは
ほっぽうりょう  ど  もんだい　　　  　　　
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勇留島

1945年8月9日、ソ連は1941年に署名され当時有効であった中立
条約を無視して対日参戦した。ソ連軍は、8月18日より千島列島
への攻撃を開始し、同24日シュムシュ島、同26日マツワ島、同31
日ウルップ島、同29日択捉島、9月1日から4日の間に国後島、色
丹島及び歯舞群島をそれぞれ武装解除し、遅くとも9月5日までに
千島列島のみならず、北方領土をも占拠したとされる。
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ネイチャー
センター

貝殻島 3.7㎞（納沙布岬から）

¡本土（北海道、本州、四国、九州）から各島への最短距離の比較
　　ほん  ど　  ほっかいどう  ほんしゅう 　 し  こく　  きゅうしゅう　　　　  かくとう　　　　さいたんきょ  り  　　ひ  かく

水晶島 7.0㎞（納沙布岬から）
国後島 16.0㎞（野付半島から）

色丹島 73.3㎞（納沙布岬から）
択捉島 109.6㎞（知床半島から）

沖縄本島 510㎞
奄美大島 290㎞

八丈島 180㎞
三宅島 80㎞

佐渡島 31㎞
伊豆大島 23㎞

小豆島 15㎞

本
土

淡路島 4㎞
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択捉島
3,184H

沖縄本島
1,206H

佐渡島
854H

奄美大島
712H

淡路島
592H

小豆島
153H

国後島
1,499H

色丹島
253H

歯舞群島
100H

総面積  5,036H
そうめんせき

北方領土の面積
ほっぽうりょう ど めんせき

歯舞群島　　100H　小笠原諸島（104H）と同じくらい。

色 丹 島　　253H　徳之島　  （248H）と同じくらい。

国 後 島　1,499H　沖縄本島（1,206H）より大きい。

択 捉 島　3,184H　鳥取県　（3,507H）と同じくらい。

　  計  　　5,036H　千葉県　（5,157H）と同じくらい。

はぼまいぐんとう　　　　　　　　　　　　お  がさわらしょとう

しこ　たん　とう　　　　　　　　　　　  とく  の  しま

くな　しり　とう　　　　　　　　　　　 おきなわほんとう

えと　ろふ　とう　　　　　　　　　　　 とっとりけん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ち　ば  けん

北方領土の面積を日本各地の島々や県と
比較してみましょう。
面積及び島面積は平成16年国土地理院「全国都道府県市町村別
面積調」による。

 あなたの目で確かめよう

 北方領土 北方領土
２月７日は、北方領土の日
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17.
9D 別海北方展望塔・白鳥台

（道の駅おだいとう）

4.4D

16.3
D

11.4D

ソ連が中立条約を破棄し日本へ宣戦布告。
日本、ポツダム宣言を受諾、太平洋戦争終わる。
ソ連軍、占守島に上陸開始。8月29日択捉島、9月1日国後島・色
丹島、9月5日歯舞群島を占領。
元島民1万7,291人は、一部自由引揚者を除き強制送還された。
サンフランシスコ平和条約調印。日本は南樺太とクリル諸島を放棄。
「日ソ共同宣言」調印。
田中首相訪ソ、日ソ共同声明発表。北方領土問題が戦後未解決
の問題として確認された。
北方領土の日（毎年2月7日）設定が閣議了解。
鈴木総理、歴代首相として初めて北方領土を視察。
ゴルバチョフ書記長就任。
歯舞群島（水晶島）、色丹島の北方墓参（4か所）が再開。
ゴルバチョフ大統領来日。共同声明で北方四島の領土問題の存
在を確認。
ソ連が崩壊し、新生ロシア連邦が誕生。
日ソ外相会談で領土問題分科会の設置と北方四島ビザなし交
流の合意。
北方四島交流始まる。
エリツィン大統領来日。「東京宣言」で領土問題の存在を確認。
ロシア・クラスノヤルスクにおいて橋本総理とエリツィン大統領は、
「1993年の東京宣言に基づき2000年までに平和条約を締結す
るよう全力を尽くす」ことで合意。

1945年 8 月 8 日
　　   8 月15日
　 　   8 月18日

1947年～1948年
1951年 9 月 8 日
1956年10月19日
1973年10月 7 日～10日

1981年 1 月 6 日
　　   9 月10日
1985年 3 月13日
1986年 8 月21日
1991年 4 月16日～19日

　 　   8 月19日～21日
　　　10月14日

1992年 4 月22日
1993年10月12日～13日
1997年11月2日

第13回政府間交渉（モスクワ）で北方四島水域での安全操業につい
て協定妥結。
小渕首相、ロシア・モスクワ訪問。「日本とロシアの創造的パートナーシッ
プ構築に関するモスクワ宣言」に署名。
歯舞群島（志発島）での自由訪問が実現。
プーチン大統領が日本を公式訪問し、「平和条約問題に関する声明」
に署名。
ロシア・イルクーツクにおいて森総理とプーチン大統領は、平和条約の
締結後、歯舞群島と色丹島を日本に引き渡すとした1956年の「日ソ共
同宣言」が初めて法的文書で確認。
ロシア・モスクワにおいて小泉総理とプーチン大統領の首脳会談が行
われ、「日露行動計画の採択に関する共同声明」に署名。
小泉総理北方領土洋上視察。
プーチン大統領訪日。「平和条約締結問題につき日ロ両国が共に受け
入れられる解決を見出す努力を行う」ことで合意。
北方四島周辺水域における日本漁船の銃撃・拿捕事件の発生。
ドイツ・ハイリゲンダムにおいて安倍総理とプーチン大統領の首脳会談
が行われ、「領土問題の解決に向けて、平和条約交渉についても進
展を図っていく」ことで一致。
ペルー・リマにおいて麻生総理とメドヴェージェフ大統領の首脳会談が
行われ、「首脳レベルの会談を念頭に、今後必要となる作業に言及し
た上で、具体的な作業に入るよう、事務方に指示を下ろす」ことで一致。

1997年12月30日

1998年11月13日

1999年 9 月11日
2000年 9 月25日

2001年 3 月25日

2003年 1 月10日

2004年 9 月 2 日
2005年11月21日

2006年 8 月16日
2007年 6 月 7 日

2008年11月22日

¡

¡
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きでしたが、土地のかんぼつなどによって、離
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れ島になったといわれています。
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　択
えと

捉
ろふ

島
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の東北にあり、北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

の中では、一番大きな島です。

　北方領土返還運動を盛り上げるため、1981年（昭和56年）1月6日の閣議で、毎年2月7日を北方領土の日と定
めました。
　この2月7日は、1855年（安政元年）伊豆下田で平和と友好のうちに、［日露通好条約］が結ばれた日です。こ
の条約によって、歴史上初めて、日本とロシアの国境が択捉島と得

うるっぷ

撫島の間と決められ、択捉島から南の島々がわ
が国の領土であることが国際的にも明確にされたのです。このような歴史的意義から、2月7日を北方領土の日と
したのです。
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の四島です。
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りょう

土
ど

になったことのない日本固
こ

有
ゆう

の領
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史
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も明らかです。

　ソ連は、第二次大戦後の1945年（昭和20年）８月28日か

ら９月上旬にかけて、択
えと
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を次々と占
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有
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し、翌年これらの島々を一方的に自国の領土に編
へん

入
にゅう

し、今日に至
いた

っています。戦後、わが国は一
いっ

貫
かん

してこれら四

島の一
いっ

括
かつ

返
へん

還
かん

をロシア（ソ連）に対して要求し続けてきました。

しかし、1956年（昭和31年）日ソ共
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を解決する必要があります。
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であ

ることに、国民一人ひとりが正しい認
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識
しき

を深めていくことが求

められています。


